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２０２２年（令和４年）度日本意思決定支援ネットワーク 事業報告 

（2022.4.1～2023.3.31） 

 

    一般社団法人日本意思決定支援ネットワーク  

 
  

１ 事業実施の方針 

 

（１）認知症高齢者、知的障害者、精神障害者など様々な事柄に関する意思決定

を行う上で支援が必要とされる方に対する実践的意思決定支援モデルの開

発事業 

（２）実践的意思決定支援モデルの普及及び啓発事業 

（３）実践的意思決定支援モデルの実践及び検証事業 

（４）意思決定支援における評価指標の開発事業 

（５）国内外における意思決定支援モデルの調査及び研究事業 

（６）前各号に掲げる事業に附帯又は関連する事業 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

事業名 

 

事 業 

 

事 業 内 容 

実践的ファシリテ

ーション（PFT）

研修事業 

日本財団の助成を受けた 2 団体と委託契約を結び、下記のように

PFT 実践を行った。なお、2021 年度の実施分については下記から除

いている。 

非特定営利法人 

竹の里人 

PSF 実践：8 月 8 日、8 月 29 日、9 月 19

日、10月 29日、11月 20日、12月 11日、

1 月 8 日、1 月 29 日、2 月 19 日、3 月 12

日、3月 26日の計 11日間 

PSF 評価：10月 29 日（事前評価） 

社会福祉法人 

清流会 

PSF実践：4月 27日、6月 1日、6月 3日、 

PSF評価：7月 19日及び 2月 6日（事後評

価） 

PSF プログラム再

編成及び実践 

実践的意思決定支援フ

ァ シ リ テ ー シ ョ ン

（PSF）プログラム再編 

南オーストラリア州で開発された意思決

定支援のためのファシリテーションプロ

グラムであるPSFは、世界的に高い評価を

得てきたが、今までその評価指標が作成

されてこなかったため、本研究ではイン

タビュー調査によりPSFの評価指標の作成

を行うこととした。日本においてPSFの実

践に関与した経験を有する者8名が、ブレ

インストーミングによりPSFの実践課程で

必要となる項目を出し合い、それらを目

的と手段に整理した上で、全体で6項目の

サブカテゴリーからなる2項目の直接アウ

トカムに関する項目、2項目の中間アウト



カムに関する項目、1項目の最終アウトカ

ムに関する項目からなるPSF実践のロジッ

クモデルを作成した。このPSFのロジック

モデルの有効性の検証を行うために、日

本においてPSFを実践した経験を持つ3名

の実践者の協力を得た上で、作成したロ

ジックモデルを基に構成した調査票によ

り、インタビュー調査を実施することと

した。PSFを実践した経験を持つ3名の実

践者へのインタビューを終え、そこで得

られた結果を踏まえてPSFのロジックモデ

ルの修正を図り、その内容をPSFの実践に

関与した経験を有する6名が意見を出し合

った上で修正を図った。その上でPSFを実

践した経験を持つ10名が修正されたモデ

ルについて確認を行った。 

実践的意思決定支援フ

ァ シ リ テ ー シ ョ ン

（PSF）プログラム実践 

本事業は神奈川県と大分県の2か所で実施

予定であったが、新型コロナウイルス感

染症の影響、実施団体の担当者の都合、

想定していた対象者の都合により実施す

ることができなかった。 

トーキングマット

（TM）普及啓発事

業 

日本語版 TM 開発チーム

検討会 

日本文化を反映したシンボル（絵）カー

ドを作成し、トーキングマットのフレー

ムワークを用いて会話を促進することを

目的として日本語版のトーキングマット

開発に着手した。 

【ミーティング開催日程と参加人数】 

10月22 日(4名）、11月5 日(8名） 

11月13 日(5名）、11月19 日(7名） 

12月4 日(4名）、12月18 日(6名） 

クラウドファンディン

グ 

「揺れる心を見える化する「トーキング

マット」日本語版を全部作りたい！」と

のテーマで2022年3月21日～4月30日にか

けて、クラウドファンディングを実施し

た。集まった資金については、業者手数

料を差し引いた上で、新たに翻訳したカ

ードについて英国トーキングマット社へ

の印刷発注・輸入するための費用、デジ

タルトーキングマットの技術的開発等の

ために使用した。 

トーキングマット

（TM）事業 

トーキングマット基礎

研修 

トーキングマット基礎研修では、トーキ

ングマット基礎研修を実施し、修了者合

計 80 名以上を出し、その満足度が 8 割以

上となることを目標として実施した。今

年度はトーキングマット基礎研修を 22 回

実施することができた。22 回のトーキン

グマット基礎研修により、計 107名が修了



した。研修修了後、参加者への任意アン

ケートを行った。回答者は 107 名中 72 名

であり、その研修の満足度については、

大変満足を選択した参加者は 56 名、満足

を選択した参加者は 16 名でそれ以外を選

択した参加者はいなかった。総じて研修

に対する満足度が高く、トーキングマッ

トを継続して実施することを希望する参

加者が多くいた。 

実践者のひろば（フォ

ローアップ）研修 

トーキングマット基礎研修修了者が、よ

り効果的にトーキングマットを活用でき

るように、参加者やトレーナーの実践を

共有する目的で実施をし、毎回１～８名

程度の基礎研修修了者が参加した。人数

が集まらず、延期となった回もあったも

のの、毎回様々なトピックについてトレ

ーナーや基礎研修修了生等から報告がな

された。 

TM トレーナミ

ーティング 

基礎研修の内容を確認しつつ、より受講

者に分かりやすい研修を実施できるよう

毎月情報交換を行った。 

ト レ ー ナ ー ミ ー テ ィ ン グ 実 施 日 ：

4/9 ,5/14 , 6/11, 7/16 , 8/27 , 9/24 , 

10/15,11/23 , 12/24, 1/7, 1/8 , 1/28, 

2/25 ,3/5, 4/1, 4/2 （合計 16回開催し

参加トレーナー数は３〜７名だった。) 

TM 新カード開発班検討

会（翻訳 MT） 

年度当初の段階で未翻訳であった絵カー

ドセットの全てを日本語化するために、

以下の日程で翻訳作業に係るミーティン

グを実施した。なお、括弧内の数字は参

加者数を示す。実施日：4/9 (8名), 4/23 

(9), 5/14 (6) , 5/28 (7), 6/11 (7), 

6/25 (8), 7/8 (4), 7/9 (9),7/23 (8), 

7/26 (3), 8/1 (3), 8/5 (3) （合計 12

回） 

TM 社とのミーティング

（交渉・通訳） 

主として基礎研修及び実践のひろばの開

催状況を報告し、TM 社から改善のための

助言を得た。具体的には、コロナ禍で対

面研修に代わるオンライン研修の知見の

共有や、アドバンスセットの活用方法、

夏季に受講者を集める方法、トーキング

マットのデジタル版の日本語化の進め方

について等である。また、TM 社で進めら

れている新規の絵カード開発について説

明を受けた。 



トーキングマット研究

者協議会 

2022 年 4 月 5 日、5 月 24 日、6 月 8 日、7

月 5 日、8 月 2 日、9 月 6 日、10 月 5 日、

11 月 22 日、12 月 20 日、2023 年 1 月 30

日、2月 21日、3月 7日の日程にオンライ

ンミーティングの形式で開催した。メン

バーは法人内の理事、コアメンバーが中

心であり、各回 2 名～8 名の出席があっ

た。 

TM 合宿（広島・新潟・

東京） 

トーキングマットチームが一同に介し、

トレーナーミーティング、事業戦略会

議、その他のテーマについての集中討議

を実施した。 

TM事業戦略会議 TM 枠組みの日本各地への普及と啓発を目

指し、事業戦略を協議するための会議を

実施した。参加者の時間的制約に対応す

るため、年度途中からトレーナー会議と

事業戦略会議を同日に時間を分けて実施

することにした。TM 事業戦略会議実施

日：4/23. 5/28, 6/25, 8/6, 8/27, 9/24, 

10/15, 11/23 , 12/24, 1/7,1/8 , 1/28, 

2/25 ,3/5, 4/1, 4/2 （合計 16回開催し、

参加者数は 5~12名だった。) 

リスクのとらえ直

し（PRT）研修事

業 

研修会準備 

 

PRT 研修プログラム試行版の開発、及びそ

の効果測定に関する検討を行った。 

【ミーティング開催日程と参加人数】 

4月 4日（2名）、5月 15日（2名）、6月

3 日（2 名）、6 月 7 日（2 名）、10 月 18

日（2 名）、11 月 6 日（2 名）、12 月 12

日（2名） 

リスクの捉え直し

（POSITIVE RISK 

TAKING）研修プロ

グラムの開発と検

証 

 

PRTプログラム研究会 2021年度に作成した日本版PRT研修プログ

ラム動画を用いた研修の構築、及びその

研修プログラムの効果測定に関する内容

の検討及び評価、PRT研修実施に向けた打

ち合わせを行った。 

【ミーティング開催日程と参加人数】 

4月4日（2名）、5月19日（2名）、6月3日

（2名）、9月21日（1名）、10月18日（2

名）、11月6日（2名）、12月23日（2

名）。1月15日（2名）、2月28日（1名） 

PRT プログラムの実施

と検証 

PRTプログラム実施：プログラムは、４つ

のモジュールから構成されている。モジ

ュール１ではリスクとは何か、そして自

分自身のリスクをとった経験について振

り返る内容になっている。モジュール２

は、保護と選択のバランス、そしてその

ようなことを考えるための材料として言

葉かけの在り方について検討する。さら



に、リスクの考え方である何かを行った

時、あるいは行わなかった時に起こり得

るポジティブな結果、ネガティブな結果

を考えるワークに取り組む。モジュール

３では、生活におけるリスクがあると見

做されやすい活動について日本版の動画

を使って取り上げ、リスクをとらえなお

すための４要素(①先ずポジティブに応答

する、②本人の選好に誠実である、③事

前的に対応する、④弊害を最小化する)に

ついてワークを通じて学ぶ。モジュール

４ではリスクのとらえ直しを実践してい

くための、４つの留意点(❶協働、❷背景

条件の考慮、❸計画、❹説明責任)につい

て考えるワークを行う内容である。 

PRT研修効果検証：PRTプログラムの受講

前、受講後に、リスクに関する認識等に

異なりがみられているか、知識が習得さ

れているかを検証するための調査を行っ

た。 

完成プログラムの英訳作業・日本語独自

の部分（シナリオ等）の英語化：開発者

である、Bigby,C教授に対する報告のた

め、日本独自のシナリオや、ワーク部分

についての翻訳作業を行った。 

重度の障害のある

人の意思決定支援

にかかる記録化検

討事業 

重度障害のある人の選

好の把握と意思決定支

援に 関する研究会 

障害福祉サービス利用者の支援記録の分

析に関する検討：知的障害があるため

に、言語やジェスチャーでコミュニケー

ションをとることが難しい方を対象とし

た選好把握とその記録化のプログラム化

に向けて、芹が谷やまゆり園をフィール

ドとして、試行した。4名のモデルケース

の生活支援記録をもとに、支援職員とデ

ィスカッションを行った。記録について

は別途分析作業を行い変化について検討

を行った。 

身体機能障害により意思表出が困難な方

に対する ICT機器等を利用した選好情報

の収集とその効果に関する検討：身体機

能の障害により、言語表出・ジェスチャ

ー等も困難な協力者に対し、協力者の随

意運動が可能な部位に応じた ICT機器を

活用した選好の表出の見える化と収集、

その効果検証を試みた。社会福祉法人 ワ

ーナーホーム 事業所 すくすくに対し、

できわかクリエイターズ 引地氏により、

7月には勉強会を行い、9月以降は事業協



力者に必要な機材を使った実践をみても

らったり、機材準備と実践を行った。ICT

機器を使った支援に関する知識がない支

援者のうち、事業協力者と関与する機会

が多い 3名の支援者を対象として、引地

氏によるトレーニングを実施するととも

に、事業協力者に対するフィッティング

の実践状況のフォローアップ等を行って

もらった。我々は、周囲の人の事業協力

者へのかかわりの変化を観察するととも

に、コンサルテーションを行った。その

関与においては、事業協力者自身の変

化、並びにその支援者のかかわりや態度

の変化を中心に検討を深めた。 

ICT 機器のフィッティング後の、対象事業

所への SDM-Japan メンバーによるコンサ

ルテーション：10 月 28日のできわかクリ

エイターズ引地氏によるレクチャー後、

すぐに支援者が実践できるようになるこ

とを想定していた。予想通りスイッチは

活用できている様子だったが、H氏の病状

の変動により、視線入力装置のセッティ

ングが難しい状況が見受けられ、4月まで

セッティングでの不安感を支援者は感じ

ていたことから意思決定支援に関するコ

ンサルテーションの実施に至る前に 2022

年度事業の終了時期を終えた部分もあ

る。ただし、本事業実施に法人メンバー

も伴走し、フィッティング前後コンサル

テーションを行っている。2022年 9月 9

日、10月 27日、2023 年 1月 4日、1月

16日、4月 21日に支援者と面接を行い、

実践についての聴取を行っている。その

中では、ICT機器を利用する中で共に働く

支援者や主に本事業に関わっていた支援

者自身の関わり方について変化の兆しが

みえることが語られた。具体的にはスイ

ッチの設置位置や細かな生活に関する意

向等についての聞き取りを支援者が注意

深く行うようになったというような、ご

本人の表現に対して、支援者の応答性が

高まっていると考えられる内容が語られ

た。 

プログラムに関する Watsonらとの意見交

換：オーストラリア連邦ビクトリア州メ

ルボルンにある Deakin University にお

いて、Dr JoanneWatson との協議を行っ



た。Watson教授とは、神奈川や千葉で行

っている「選好の記録化と共有」事業に

関する取り組みの様子を中心に意見交換

した。特に、コミュニケーションの困難

な人の意思決定支援について、動画観察

による選好情報の抽出と検討を行う方法

の重要性を確認した。 

地域生活意思決定

支援共同事業事務

局 

事務局立上げ 2022年 4月、豊田市事務局と合同で事務

局を立ち上げ、以後、１週間に１回程

度、協議を行う機会を設けた。また、日

本財団も交えた三者協議は１，２か月に

１回程度実施した。2022年 4月から 5月

にかけて、全体委員会、各ワーキング・

グループの構成員について検討、打診を

行い、豊田市との連携に必要な端末等の

機材についても調達を行った。その他、

事務局としての活動を円滑にするため

に、SDM-Japanメンバーを中心に協力を依

頼した。2022年 10 月 25日、豊田市、日

本財団、SDM-Japan は、「障害者・認知症

高齢者等の意思決定支援事業に関する連

携協定」を締結し、同年度は豊田市にお

ける支援の枠組み構築・実践の実証実験

を行い、2023年度以降は枠組みの効果検

証・見直しや、全国での実践例を増やし

ていく予定であることを広く周知するた

めにプレスリリース、記者発表を行っ

た。 

全体委員会の立上げ 豊田市成年後見・法福連携推進協議会の

身寄りのない方への支援の在り方部会と

合同で、全体委員会を設置した。事業の

適切な遂行のため、各委員には、①研修

WG、②アドボケイト WG、③評価 WG の３つ

のワーキング・グループの進捗状況の確

認や全体方針について意見を求めてい

る。 

研修ワーキング・グル

ープ【研修 WG】の立 

上げ 

意思決定支援サポーター及び地域生活支

援事業者に対する研修プログラムの内容

検討とテスト研修を実施した。 

SDM アドボケイトに関

する検討ワーキンググ

ループ【アドボケイト

WG】の立上げ 

2022 年度全体では８回開催された。アド

ボケイト視点を持った意思決定フォロワ

ーの養成と実践へのサポート、独立アド

ボケイト活動の推進のために当 WG を立ち

上げた。年度前期は、フォロワー支援及

びアドボケイト視点を意識するための

「報告様式（様式第３号）」を豊田市との

協働により作成し、年度後期は、権利擁



護支援専門員（アドボケイト担当）がフ

ォロワーの支援を具体的に行う中で感じ

られる課題を整理するなどの活動を行っ

た。 

評価指標ワーキング・

グループ【評価 WG】の

立上げ 

・8月 13日（土）13時～15時、9月 24日

（土）16時～18時、11月 6日（日）10時 

～12 時、1 月 22 日（日）15 時～17 時、3

月 19日（日）15時～17時の計 5回実施さ

れた。 

・検討内容・第 1回：各年度ごとの評価Ｗ

Ｇの予定、今年度の評価 WG の予定、評価

内容・評価対象・評価方法、評価項目、

評価実施体制・分析方法・留意 事項

（実施方法・手続き）について説明およ

び意見交換が行われた。 

・検討内容・第 2 回：今年度評価 WG にお

いて実施することについて、今年度 実施

すること：ニーズ評価、今年度実施する

こと：（２）事例検討、今年度実施するこ

と：（３）研究倫理審査申請について説明

および意見交換が行われた。 

・検討内容・第 3回：今年度評価ワーキン

グ・グループにおいて実施する こと、今

年度実施すること：（１）ニーズ評価、今

年度実施すること：（２）プロセス評価、

今年度実施すること：（３）アウトカム評

価について 説明及び意見交換が行われ

た。 

・検討内容・第 4 回：今年度の評価 WG で

実施すること、ニーズ評価インタビュー

ガイド、ニーズ評価の結果、今後の予定

について説明および意見交換が行われ

た。 

・検討内容・第 5回：プロセス評価、アウ

トカム評価、次年度に向けてに ついて説

明および意見交換が行われた。 

ダービーシャー州その

他の IMCA 事業所との会

合 

トーキングマット社：2022 年 10 月 17 日

及び 11 月 23 日の定例協議にて、2023 年

度にアドボカシー先進地であるスコット

ランドを訪問しアドボカシー団体の活動

を視察・調査するため、貧困地域での支

援事業に実績があるトーキングマット社

に相談した。両会議へ名川代表、水島副

代表、小杉副代表が参加した。10 月 17

日、当団体が日本財団の助成事業で豊田

市で「自治体との連携による障害者・認

知症高齢者等の意思決定支援モデル事



業」を実施中であることを説明した。TM

社から①渡英時期、②視察目的、③視察

希望を次回までに共有することになっ

た。11月 23日、TM社へ上記を取りまとめ

た資料を提出した。TM 社がスコットラン

ドのアドボカシー団体を複数紹介してく

れることになった。なお、SDM-Japan がア

ドボカシー団体を個別に訪問すること、

もしくは、TM 者が調整し、各団体の代表

者に集まってもらいワークショップをす

ることも可能であると説明された。日本

財団の助成金が確保できたら SDM-Japanと

TM社で検討することになった 

エセックス大学：2022 年 7 月 24 日、来日

中の Wayne Martin エセックス大学教授と

面談し意思決定支援における意思及び選

好の最善の解釈等について議論した。そ

の際、当団体が日本財団の助成事業で豊

田市で「自治体との連携による障害者・

認知症高齢者等の意思決定支援モデル事

業」を実施中であることを説明した。 

Wayne教授から、2023年に開催するエセッ

クス大学のサマースクールで豊田市での

意思決定支援モデル事業を発表すること

を含め、サマースクールの企画に参加し

てはどうかとの打診を受け、以下の日程

で協議を行った。12月 12日、1月 19日、

1月 26日、2月 9日、3月 8日、3月 9日、

3月 23日（合計 7 回） 

政策的シンポジウムの

開催 

広く本事業の存在と効果を周知するべ

く、政策的シンポジウムを実施した。対 

面とオンラインのハイブリッド型のシン

ポジウムであったことから、オンライン

配信業者の助力も得ながら実施した。 

神奈川県意思決定

支援研修の実施 

神奈川県からの委託を受けたかながわ障がいケアマネジメント従事

者ネットワーク(KCN)が「意思決定支援ガイドライン研修事業」を

実施した。SDM-Japan はこのうち、講師の依頼を受けてガイドライ

ン研修を 5回行った（9/20, 10/25, 11/15, 12/6, 1/17）。また「意

思決定支援実践に向けた専門研修（基礎）」については５日間のプ

ログラムを構成し実施した（10/21, 11/4, 12/7, 1/10, 2/7）。 

芹が谷やまゆり園

等における意思決

定支援コンサルテ

ーション 

社会福祉法人 かながわ共同会より意思決定支援に関するコンサル

テーションを求められ、意思決定支援に関するコンサルテーション

を 10 回依頼され実施した。(2022 年 5 月２日、6 月 13 日、7 月 28

日、8 月 29 日、9 月 5 日、10 月 4 日、10 月 26 日、11 月 17 日、11

月 30日、2月 6日) 

 


